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「川越の自然」刊行にあたって 
	
 設立 10周年記念事業の一つとして企画され

ました、小冊子「川越の自然」A5版フルカラ

ー176 ページの刊行が実現する運びとなりま

した。5月の総会に間に合うよう予定通りに進

めることができましたことを報告したします。 

	
 川越の自然について、ありのままを紹介し

よう！それがねらいでした。自然環境部会の

有志数名によって昨年 2 月に編集をスタート

させ、10 年間の活動資料や写真などをもとに

して、原稿を積み上げて参りました。 

	
 本書でいう自然とは、子供のころに遊んだ懐かしい風景や今も残る昔

ながらの環境を指しています。私たちの活動は、このような川越の環境

の中に生きる生物の多様な関わりを尊重し、そのまま後世に残していき

たいという素朴な思いがその原点になっています。 

	
 本書の副題「雑木林・河川・湧水・社寺林を訪ねて」にあるように、

川越の中でも比較的自然が残されている地区や場所を対象に、自然の指

標となる野鳥・植物・きのこ・昆虫・魚類そして湧水等について写真を

掲げて解説いたしました。 またそれぞれの場所の地図も示されています

ので、容易に目的地に行けるようになっています。ただし植物や野鳥ま

たは昆虫等について詳しく述べたものではありませんので、必要に応じ

専門図鑑などを併用されると便利です。山も丘陵地もない川越ではあり

ますが、このようにまとめてみると、今では小さな佇まいに分断された

自然ではありますが、いとおしさを感じないわけにはいきません。 

	
 川越の自然散策には本書を携行していただき、新たな自然とのつなが

りへの一歩になれば本望です。ぜひ、多くの方がご利用いただき、川越

の自然への理解が深まることを期待しています。 

	
 なお、本書を作るにあたり、多くのご指導と写真や資料のご提供をい

ただきました皆様に感謝を申し上げるとともに、刊行にあたっては（財）

日野自動車グリーンファンドの助成をはじめ、多くの個人及び事業者か

らの寄附を賜りました。ここに厚くお礼を申し上げます。 

「川越の自然」編集委員会	
 代表	
 稗島英憲 
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朝倉征勝さん 個人会員訪問 地域環境活動を聴く（33）
	
 朝倉さんへの訪問は、本会の個人会員訪問で伺いた

いのですがと話し始めると「うーん特に話すほどの事

はやっていないですよ。毎回の掲載記事は興味を持っ

て読ませていただいていますが。」から始まりました。

「金子さんの声は久しぶりですね、市民会議以来で

す。」ここで私も気づきました。市民会議の環境部会

で議論をした相手の朝倉さんだと。お久しぶりです。 

	
 特に環境活動はしていないとのご返事ですが、今の

お仕事は、何をなさっていますか。「品質マネジメン

トシステムの審査員をしています。」確か環境にも関

連した審査と思いますが、「品質の審査を行う企業は

必ず環境活動にも熱心です。」そうですよね・・・お

仕事を通じての環境活動と承りました。ここで応諾を

いただき、双方の家が近い日高街道、初雁橋際にある

「さわやか活動館」でお聴きする時間が持てました。 

 
委託審査員の活動を話し始めた朝倉さん 

	
 品質マネジメントシステムの審査はどのような仕

事になりますか。私からの質問に朝倉さんが話し始め

ました。「国際標準機関 ISOが 1946年発足、品質規

格は 1994年に発行、各企業が自社製品の良さを国際

的に示す尺度として、認定申請を出し始めました。」

「国内でも、ISO9001取得の番号を表示し自社製品の

品質の良さを看板に掲げて示し始めました。」「環境審

査の ISO14001が始まったのが 1996年です。」「貿易

立国の日本は国際規格で世界に対応することが大切

となり、輸出関連企業が申請、品質と製品を創り出す

企業環境の優秀性を打ち出し、国際競争力としました。

国内においても、JIS規格版でシステムを適用してい

ます。」「品質マネジメントシステムの審査でも、環境

マネジメントシステムの見識抜きでは審査の有効性、

顧客満足度は達成できません。」「特に、大気汚染防止

法、騒音規制法、振動規制法、廃棄物処理法、建設リ

サイクル法等については、助言を必要とするようなこ

とがないか、注意を払っています。」ここまで聞いて、

朝倉さん凄い環境活動をしているではありませんか、

と膝を乗り出しての質問になりました。個人で行う環

境活動もありますが、組織、企業に対して環境を助

言・指導する審査員活動は、大変有意義で、大きな環

境活動そのものと感じ入りました。「いやー仕事とし

て行っているものですから、環境活動とは感じていま

せんでした。」 

 
住宅建設現場における審査風景 

	
 「審査を行う企業に伺い社長、部門長に説明を始め

ると川越の環境活動をよく聞かれます。」「1%節電の

こと、かわごえ環境ネットの働き、リサイクルセンタ

ーの活動開始等の質問と賛同の話が出てきて、審査段

階の入り口話になっています。」「マネジメントシステ

ムには、情報、品質、リスク、環境、安全等が対象に

なります。」「審査は、第三者として、企業の品質マニ

ュアル、記録類を確認させていただき、不適合事項が

発見された場合は是正処置計画書を出してもらうこ

とも行います。」「法的規制ではありませんが、ISO取

得は、官庁関係入札時の経営事項審査において欠かせ

ない項目になっています。」「企業活動から出る廃棄物

は、単に業者に渡すだけでなく、リサイクル又は最終

処理への手段も明確にすることが規則になっていま

す。」 

	
 ここまで聞いて、審査の仕事はいつごろから始めま

したかと聴くと「日立プラントテクノロジー在職中に

マネジメントシステムを学び退職後、日本品質保証機

構の委託審査員になりました。」とのことでした。 

（2011年 4月取材	
 理事・広報委員：金子晃） 
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かわごえ環境ネットの活動報告 
池辺公園の保全活動報告 自然環境部会

	
 めっきり春めいてきた池辺公園にて、キツネ

ノカミソリの保全活動を 3月 18日、3月 25日、

4月 2日の 3回にわたり実施しました。18日は、

新芽周辺の除草作業を、25 日は分布調査を、2

日は大きくなった新芽の株分けと移植作業を行

いました。参加者は、延べ 10名でした。 

	
 池辺公園でキツネノカミソリの保全活動を手

掛けて早くも 3年目に入りますが、今回の一連

の活動でわかったことは、近隣の土地からいた

だいた株の移植が各所に定着して、大きく育っ

てきていることです。分布調査の結果、1100株

ほどに増えていることが確認されました。しか

し、残念ながら種子からの萌芽は未だに確認で

きていません。今年度は採取した種子を直ぐに

蒔くことをやってみたいと思っています。 

	
 また、今年の池辺公園ではとても嬉しいこと

が起こりました。低地では本当に珍しいと言わ

れる希少種のアズマイチゲ（キンポウゲ科・イ

チリンソウの仲間）が 3年目になって、15輪ば

かり白い可憐な花を咲かせました。このことに

よって池辺公園は、夏季だけでなく、早春から

希少な草花が観察できる貴重な公園になりまし

た。これからは、川越市と綿密に協議しながら、

より一層の保全活動を進めていきます。 

（大辻晃夫） 

 

 
キツネノカミソリ周辺の除草作業 

 
移植後の給水作業 

 
キツネノカミソリの株分け作業 

 
アズマイチゲ（NT・準絶滅危惧種） 
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「緑のカーテンを小中学校に」で勉強会 社会環境部会

	
 東日本大震災に伴う電力不足で、今年の夏の

消夏対策として「緑のカーテン」がクローズア

ップされています。川越市では、市立の全保育

園に「緑のカーテン」がつけられました。学校

では、山田小学校で子どもサポートクラブの活

動で「緑のカーテン」をつけましたが、他の小

中学校にはなかなか普及しませんでした。手入

れと水やりに地域の協力が不可欠のようです。

今年は「緑のカーテンを小中学校に」を合言葉

に、自治連、子どもサポート委員会、老人会な

どにも呼びかけて、市民からの応援体制を作る

機運を守り立てなければなりません。 

	
 新座市は、小中学校 23校ありますが、一昨年

は 17校、昨年は 18校が「緑のカーテン」をつ

けました。昨年の「低炭素まちづくりフォーラ

ム“冷やせ！彩の国”発表会」で埼玉県知事賞

を受けた新座市の成功例を聞く勉強会を 4 月 2

日（土）に北公民館で開きました。 

	
 教育長、市長を説得して行政の協力を取り付

け、市民の積極的な応援体制を作った実例を話

してもらいました。講師はその推進役で「環境

まちづくり地域協議会 inにいざ」の代表の荻原

洋志さんにお願いしました。サーモグラフィー

で撮った写真で実際に温度が下がった資料や、

栽培の注意点など、たいへん参考になりました。 

	
 翌週の 9日にかわごえ環境ネットの会員が再

度集まり、市側の取り組みや学校側の反応など

の情報交換を行い、「緑のカーテン」普及に努力

することを決めました。    （武田侃蔵） 

 

生ごみの減量「水切りグッズ」 社会環境部会

	
 家庭ごみも 3R 運動の推進で、紙類やプラス

チックなどの可燃物の資源化が進むと、生ごみ

の比重が高まります。水分の多い生ごみは、別

に収集して堆肥化するのが理想的ですが、調味

料や食材の混ざり具合が不均衡で、良質の有機

肥料の原料にするにはまだ問題があります。川

越市でも、各家庭で生ごみ処理機を購入する際

の助成策を採用しています。 

	
 生ごみの水分カットの PR に各自治体も知恵

を絞っています。キッチンの三角コーナーのネ

ット方式ではそれほど効果がありません。「カラ

ット君」という「かご方式」などが効果的です

が手軽とは言えないところがあります。 

	
 川越市でも、三角コーナーのごみを押して水

分を減らしたり、ネットをはさんで引っ張って

水を切ったりすることなどができる「水切りダ

イエット」というプラスチックの漏斗に似たグ

ッズを試験的に購入、かわごえ環境推進員、か

わごえ環境ネット会員とに試験しようをお願い

しています。関心のある方は、資源循環推進課

（電話直通 049-239-6267）まで申しこんでくだ

さい。            （武田侃蔵）

「さいたま環境賞」表彰式

 
左から上田知事、小瀬、横山、岩崎社長 

	
 4月20日（水）埼玉県知事公館において行われた第

12回さいたま環境賞授賞式に、理事長の小瀬と副理事

長の横山の 2名が出席しました。受賞者は県民部門 8

団体、事業者部門5団体の計13団体で、川越市におい

ては、過去6件の受賞（うち2件は本会会員）があり、

今回、武州瓦斯株式会社とともに受賞しました。上田

清司埼玉県知事から賞状を、テレビ埼玉代表取締役社

長岩崎勝義氏から副賞を授与されました。（小瀬博之） 
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会員からの活動報告 
南小畔川で＜川の交流会＞

 
網で魚を捕る参加者 

 
水槽を囲んで魚の様子を見る 

 
かすみ湧水近くの池で

	
 埼玉県の「水辺再生 100プラン」に選ばれ、

昨年 11月 18日に完成式をした南小畔川の河南

橋の現場で、4月 12日（火）に関係者が集まっ

て「川の交流会」を開きました。堤防の傾斜を

ゆるくして芝生を植え、魚が棲めるような石積

み護岸にしたり、回遊歩道を設けたりと、親し

まれる川への工夫がなされています。もう一度

集まって知恵を出し合おうと、県土整備事務所

から 3人、かわごえ環境ネット会員が 10人、地

元自治会・寿会から 20数人と多くの人が集まり

ました。 

	
 自然環境部会の大辻さんらが川に入って魚を

捕り、水がきれいなので小魚が多いと解説し、

将来が楽しみとのことでした。昼食後、魚を川

に戻しました。両岸のごみ拾いをしながら野戸

池水利組合の碑に歴史を読み取り、下流のかす

み湧水堀へ向かいました。多自然型護岸の実際

を見聞し、隣接する霞ヶ関カンツリー倶楽部の

美しい芝生を鑑賞しました。意見交換会で、灌

漑用のラバー堰を利用すれば、カヌーやゴムボ

ート遊びも可能ではとのアイディアも出ました。

5月 14日（土）に再度集まり意見交換をします。 

（原嶋昇治） 

 

2011年度第 1回川越キャンパスエコツアー「ウワミズザクラの花見」

 
ウワミズザクラを手にとって観察 

 
シオデが群生する南側の雑木林 

 
満開のウワミズザクラ（中央の木）

	
 4月 25日（月）16:30-18:00に東洋大学川越キ

ャンパスにおいて、総合情報学部環境コミュニ

ケーションゼミ主催による「川越キャンパスエ

コツアー」を開催しました。今回のテーマは「ウ

ワミズザクラの花見」。昨年のツアーは開花時期

を逃したので、昨年の満開に合わせて日程を組

みました。学外から 9名のお客様にお越しいた

だき、東洋大学の環境コミュニケーションゼミ

のメンバーとともに大越記念庭園で自然観察を

行いました。 

	
 春の雑木林には、他の場所ではなかなか見ら

れないたくさんの草本が多く見られました。参

加者の稗島さんがたくさんの植物を見つけてく

ださったおかげで、私の作成しているフロラリ

ストには 20種もの草本が加わりました。 

	
 そして表題にあるとおり、何といっても圧巻

は満開のウワミズザクラでした。東洋大学南側

交差点の目の前にある写真のウワミズザクラは、

昨年はほとんど花をつけずにいたのですが、今

年は 2年分の花を一気に咲かせたようでした。 

	
 7 月に第 2 回エコツアーを開催する予定です

のでぜひご参加ください。  （小瀬博之） 
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流域・近隣行政の活動 
環境関連行政の報告＜新河岸川広域景観プロジェクト懇談会＞ 
	
 「川の国 埼玉」の再生は、「水辺再生 100プ

ラン」で魅力ある川づくり事業がスタートしま

したが、2008（平成 20）年 4月に県土企画室の

発案で「新河岸川広域景観プロジェクト」が始

まりました。川越市からふじみ野市、富士見市、

志木市、朝霞市、和光市を通って東京へと流れ

る新河岸川を、景観の視点から見直し「川の再

生」につなげるユニークな事業でした。下流の

和光市から始まった「流域の良い景観・望まし

くない景観」をワークショップで話し合う集ま

りが志木市、ふじみ野市と 3回開かれました。

この県の企画は景観行政のため、川越市の窓口

が都市計画部の都市景観課で、かわごえ環境ネ

ットとの接点がありませんでした。 

	
 まとめのフォーラム開催の準備会議が川越市

で開かれたときからかわごえ環境ネットも参加

し、川崎橋から野田町の新河岸川起点までの市

内の新河岸川の現状を写真にまとめてフォーラ

ムに参加しました。2009（平成 21）年度から県

の組織改革で事務局は田園都市づくり課の景観

担当が務めることになり、市民参加で「サイク

リングマップ」を作りました。2010（平成 22）

年度からかわごえ環境ネット、新河岸商栄会や

エコシティ志木などの流域の多数の市民団体が

参加した「新河岸川広域景観プロジェクト懇談

会」に衣替えし、富士見市の「NPOゆめつるせ」

の小杉さんが代表になり情報交換をしています。

昨年の 11月 16日にはサイクリングで上流は川

越市の仙波河岸史跡公園から、下流は和光市か

ら富士見市の中央体育館に集まり、体験した景

観をまとめるワークショップをやりました。20

11（平成 23）年度はふじみ野市の「舟運道の会」

などが中心になり「新河岸川なら舟を!!」の企

画などが検討される予定です。（武田侃蔵） 

川にまつわる話題

◆「びん沼川の環境保全イベント」企画会 

	
 荒川の古い流れのあとをとどめる「びん沼川」

は、一部は川越市にかかる野趣あふれる流れで

あります。この「びん沼川」の環境浄化に努め

ている NPO 法人ゆめつるせ主催で、8 月 28 日

（日）に水辺を生かしたイベントが開かれます。

この企画会議が 3月 29日に開かれ、本会も環境

活動に参加の予定です。（武田侃蔵） 

◆「新河岸川の浚渫」5月末までに完了 

	
 川越県土整備事務所では、平成 22年度工事と

して清身場橋から琵琶橋までを浚渫しましたが、

平成 23年度工事で、琵琶橋から杉下橋までの浚

渫工事を行い、真ん中に河道を整備する工事が

5 月末までに行われます。その後の計画はまだ

まとまっていないので、市民に親しまれるきれ

いな川の視点からの方針を、本会の主導でまと

めたいと思います。      （武田侃蔵）

 

◆かわごえ環境ネットへの入会 随時受け付けています 

本会は、川越市の環境に関する情報の提供や活動の場の提供、 

そして実践活動を行っている環境パートナーシップ組織です。 

この冊子を毎月お手元に届けます。ぜひご入会ください。 

個人会員は年会費 1,000円、5名以上の団体で構成される 

団体会員が年会費 2,000円です。環境政策課 

（川越市役所本庁舎 5階）に詳しいパンフレットがあります。 
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理事会・専門委員会からの報告

理事会

	
 2011年度第 1回理事会を 4月 19日（火）9:0

0-11:00に、第 2回理事会を 4月 26日（火）9:0

0-12:00 に川越市役所福田ビルにおいて開催し

ました。主な議事は次のとおりです。 

	
 東京電力(株)川越支社の船橋一夫氏から、4

月 7日付で理事辞任の届出が提出され、辞任を

承認しました。 

	
 設立 10周年記念出版である「川越の自然」に

ついては、設立 10周年記念事業実行委員会傘下

に編集会議を設置していましたが、実行委員会

が事業年度終了に伴い解散したため、冊子の頒

布とこれに関する会計を受け持つ『「川越の自

然」編集委員会』を新たに設置することを承認

しました。 

	
 総会議案書の作成、確認を行いました。これ

までの議論をふまえ4月28日に総会議案書（案）

を各理事に送付して書面審議を行い、5 月 6 日

に最終確定することにしました。（小瀬博之） 

社会環境部会

	
 4 月の例会は、8 日（金）13:00-15:00 に福田

ビル 3 階会議室で行いました。4 名が新しく出

席され、参加者 12名で会議を進めました。今回

出席された方には、継続して活動していただき

たいと思います。新年度初回でもあり、昨年度

の実績整理、新年度の取り組みについて審議を

進めました。 

	
 新年度事業計画は、1）地球温暖化対策推進グ

ループ、2）環境保全・資源化推進グループ、3）

まち美化活動の啓発グループの 3本柱および各

種イベントを推進することにしました。 

	
 特に、東日本大震災に関連して夏の電力消費

削減対策について意見交換がありました。具体

的には、ゴーヤなどによる緑のカーテン普及促

進、エコライフ DAY2011 の推進による市民意

識の高揚、生ごみの水切り、乾燥・堆肥化等の

テーマにより活動計画を推進することにしまし

た。 

	
 また自動販売機の乱立や 24 時間稼働が大き

なむだ使いであり、マイボトルなど対策が必要

との意見がありました。 

	
 我々一人ひとりが電力削減意識を高め、より

大きな削減につながる積極的な取り組みを再確

認しました。 

	
 なお、長い間、お世話になった事務局の松本

さんは異動され、新しく長澤さんが事務局に着

任されました。 

	
 次回、社会環境部会は、5月 13日（金）13:0

0-15:00、場所は川越市役所本庁舎 7C 会議室で

す。    （社会環境部会代表	
 原嶋昇治）

自然環境部会

	
 3月 18日、25日、4月 2日の 3日間にわたり、

池辺公園でキツネノカミソリの保全活動を実施

いたしました。詳しくは記事をご覧ください。 

	
 4 月 8 日（金）は、福田ビル 3 階の会議室に

て4月度の自然環境部会が15名の参加で開催さ

れました。 

	
 冒頭に、事務局の松本さんの後任である長澤

主査の挨拶から始まり、次に、懸案の新年度事

業計画の原案をもとに討議し、一部日程を修正

することで承認されました。また、県民参加モ

ニタリング調査へは今年も参加前提で、申し込

みを作成することが決まりました。提案事項と

しては、部会の議事進行などを輪番制にしたら

どうかという案が出され、次回から実施するこ

とが決まりました。 

（自然環境部会代表	
 大辻晃夫）
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おしらせ

「川越の自然」刊行記念講演会を 5月 21日（土）に開催
	
 本会の設立 10周年記念事業として、「川越の

自然」を総会開催日の 5月 21日に刊行します。

これを記念して講演会を公開で開催します。 

	
 当日は、冊子の頒布（寄附者には金額に応じ

て無償、その他の方は有償）も行います。ぜひ

ご参加ください。 

日時：5月 21日（土）10:30予定-12:00 

場所：川越市立博物館視聴覚ホール 

プログラム： 

「川越の自然」の説明・講師紹介：稗島英憲 

講演：牧野彰吾先生（山村学園高等学校 校長） 

 

【会員のみなさまへ】総会（5月 21日）のご案内と会費納入のお願い（5月 20日まで）
	
 会員のみなさまへ 2011（平成 23）年度総会（5

月 21日土曜日 9:30-10:30）のご案内と、会費納

入についてのお願いをお送りしています。総会

の出欠がまだの方は、至急事務局までご連絡く

ださい。また、講演会終了後に懇親会（12:30-1

4:00どんぐりの樹にて）を実施します。参加さ

れる方は、できるだけ早く事務局までご連絡く

ださい。 

	
 年会費の納入は、個人会員 1,000 円、団体会

員（民間団体、事業所、川越市）は 2,000 円で

す。5月 20日（金）までにお願いいたします。

「川の一斉水質調査」を 5月 29日に実施、参加者を募集
	
 かわごえ環境ネットでは、全国規模で実施さ

れる「身近な水環境の一斉調査」及びこれに連

動して水質調査を実施している NPO 法人荒川

流域ネットワーク、新河岸川水系水環境連絡会

の水質調査参加団体として、川越市の河川にお

ける「川の一斉水質調査」を 2005年度から実施

しています。例年、30か所程度の採水地点で調

査を行っています。 

	
 今年度の全国一斉調査日は 6月 5日に設定さ

れていますが、本会ではこの日は実施が難しい

ため、1週間前倒しの 5月 29日（日）午前（10：

00を基準）に採水、採水後に北公民館に集合し

て水質調査を実施します。 

	
 水質調査への参加を希望される方は、5月 12

日（木）までにかわごえ環境ネット事務局にそ

の旨をお伝えいただくか、5月 13日（金）の社

会環境部会または自然環境部会においてお伝え

ください。調査地点と時間の調整を翌週以降に

行います。 

 

かわごえ環境ネット主催行事一覧（記号の凡例はイベントカレンダーをご参照ください）

★（仮称）川越市森林公園計画地 植物調査・保

全作業 

日時：5月 9日（月）9:30-12:30 

場所：川越南文化会館（ジョイフル） 

（川越市今福 1295-2） 

問い合わせ：賀登（049-234-9366） 

事前連絡はいりません。今年度は毎月第 2月曜

日が定例活動日。次回は 6月 13日（月）同時間。 

◆広報委員会（2011年 5月度） 

日時：5月 11日（水）12:00-13:00 

場所：クラッセ川越 3階談話室 

（川越市菅原町 23-10） 

●社会環境部会（2011年 5月度） 

日時：5月 13日（金）13:00-15:00 

場所：川越市役所本庁舎 7C会議室 

（川越市元町 1-3-1） 
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●自然環境部会（2011年 5月度） 

日時：5月 13日（金）15:00-17:00 

場所：川越市役所本庁舎 7C会議室 

	
 両部会は、今年度は毎月第 2 金曜日の 13:00-

15:00, 15:00-17:00の連続開催です。次回は 6月

10日です。会場は毎回変わります。会員であれ

ば自由に出席できる話し合いです。初めての方

もぜひご参加ください。 

●2011（平成 23）年度総会 

日時：5月 21日（土）9:30-10:30終了予定 

場所：川越市立博物館視聴覚ホール 

（川越市郭町 2-30-1） 

内容：2010年度事業報告、2010年度決算報告及

び会計監査報告、2011年度事業計画、2011年度

予算、その他 

★「川越の自然」刊行記念講演会 

日時：5月 21日（土）10:30予定-12:00 

場所：川越市立博物館視聴覚ホール 

内容：記念講演、冊子の頒布 

●懇親会 

日時：5月 21日（土）12:30予定-14:00 

場所：どんぐりの樹（川越市大手町 8-6） 

参加費：1,500円（当日集金） 

★川の一斉水質調査 

日時：5月 29日（日）10:00ごろ-14:00ごろ 

水質測定場所：川越市北公民館 

実施の詳細は前記の記事をご覧ください。 

◆理事会（2011年度第 3回） 

日時：5月 31日（火）9:00-11:00 

場所：福田ビル 3階会議室（川越市郭町 1-2-3） 

★社寺林の自然観察会 

日時：6月 25日（土）9:30-12:30 

会場：喜多院・中院 

対象：一般、定員：30名、経費：100円 

申込：環境政策課（Tel.049-224-5866、6月に入

ってからの受付） 

	
 冊子「川越の自然」を片手にモクゲンジなど

多種多様な樹木の観察会 

会員・関係団体の主催行事

●みなみかぜ	
 いきいき田んぼの会 

（川越生物多様性有機農法で地域づくりに取り組む会） 

問い合わせ：みなみかぜ	
 後藤・田崎 

（Tel.049-234-1200） 

場所：みなみかぜ（川越市吉田 204-2） 

ホームページ：http://blogs.dion.ne.jp/tanbo373/ 

※参加費はお問い合わせください。 

※毎週火曜・金曜午前中に田んぼで作業をして

います。 

※生きもの調査チームを作ります 

	
 一緒に活動しませんか? 

田んぼまわりの動植物に興味がある個人および

グループの募集をしています。 

	
 子ども向けの観察会も企画していきます。 

◆	
 5月 15日（日）10:00-12:00 

「田んぼ活動報告会&活動説明会」 

田んぼ活動に参加したい人向けに説明会を行い

ます。 

◆5月 21日（土）10:00-12:00雨天翌日に順延 

「田んぼをきれいに&どろんこ DAY」 

田んぼさらいのあと、どろんこ遊びができます。 

◆5月 28日（土）10:00-13:00雨天翌日に順延 

「田植え」 

※参加希望者は、事前に申し込んでください。

説明をいたします。お弁当持参。 

◆6月 11日（土）9:00-12:00雨天翌日に順延 

「田んぼをきれいに&生きもの調査」 

●福原ファームクラブ 

問い合わせ：横山三枝子（Tel.049-246-9319） 

☞おいしく・楽しく農業体験 

◆5月 14日（土）9:30からの作業 

ネギの植え付け 

◆6月 11日（土）9:30からの作業 

畑の片付け・トウモロコシの植え付け 

集合：明見院（川越市今福 677） 

クラブ会費：1家族 1,000円（保険代・備品代 
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等）、クラブ員でない参加者は 1人 100円（保険

代）とします。 
福原ファームクラブ活動予定表 

（活動日は第 2土曜日、8月は第 3土曜日） 
月 日 活動内容（2005～2008年度の例） 
5 14 畑の片付け・トウモロコシの植え付け 
6 11 ネギの植え付け 

7 9・16 
16:00からの作業	
 トウモロコシ・枝豆
の収穫・バーベキュー 

8 20 16:00からの作業	
 里芋畑の草抜き 
9 11 ブロッコリー、キャベツの収穫 

10 9 大根畑の片付け・ビニールはがし 
11 12・19 里芋の収穫・芋煮会 
12 11 大根の収穫・ビニールはがし 
1 14・21 雑木林の手入れ・落ち葉掃き・豚汁 
2 11・18 雑木林手入れ 

3 10・17 
雑木林手入れ	
 焼き芋・スープ・あそぼ

うパン 

●特定非営利活動法人 

武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

問い合わせ：谷津弘子（Tel.049-224-9118） 

☞森林公園かんさつ会 

	
 公園南口休憩所 10：20頃集合、15：00頃迄 

参加費 200円、入園料大人 400円、65歳以上 2

00円。昼食、観察用具、雨具持参。雨天決行。 

◆5月 9日（月）・15日（日）当会主催 

見所：ハルゼミと抜け殻を探してみましょう。

キンラン等の野草類も観察します。 

◆6月 19日（日）公園主催、当会協力、 

	
 6月 24日 (金) 当会主催 

見所：ギンリョウソウやイチヤクソウの花を楽

しみます。チョウ類や水辺の生き物も観察しま

す。植物の解説は太田先生です。 

●クリーン&ハートフル川越 

問い合わせ：武田侃蔵 

（Tel.090-2521-5770, Fax.049-222-0786） 

☞「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・放

置自転車」のゼッケンをつけて、まち美化啓発

運動 

1. 第 1火曜日・第 3木曜日（13:30-15:00） 

◆5月４日（水・連休中日に）・19日（木） 

◆6月 7日（火）・16日(木) 

	
 川越駅東口アトレ横歩道橋下から川越市役所

まで。5月 4日は札の辻まで。 

2. 第 2日曜日（9:30-11:00） 

◆5月 8日（日）・6月 12日（日） 

	
 本川越駅交番横から各方面に分かれて活動、

中央公民館でごみまとめ。 

3. 第 4土曜日（13:30-15:00） 

◆5月 28日（土）・6月 25日（土） 

	
 川越駅東口アトレ横歩道橋下から本川越駅ま

で。ペペ地下のごみ収集所で分別、解散。 

●(財)埼玉県生態系保護協会川越・坂戸・鶴ヶ島支部 

問い合わせ：笠原啓一（Tel.049-222-0957） 

☞伊佐沼探鳥会 

時間：10:00集合-12:00（小雨決行） 

集合：伊佐沼の西側にある東後楽会館入口近く

の蓮見橋 

持ち物：筆記用具、あれば双眼鏡 

参加費：300円、高校生以下 100円 

（保険料・資料代として） 

◆5月 8日（日） 

	
 10 日からバードウイーク(愛鳥週間)です。子

育てをする鳥たちを大切にしましょう。沼では、

カイツブリ、バン、オオヨシキリが子育てをし

ます。 

◆ 6月 12日（日） 

	
 カルガモが 10 羽程のヒナを連れて泳いでい

ます。カイツブリはヒナを背に乗せて泳ぎます。

毎年見ていますが、ほほえましい眺めです。そ

して空にはコアジサシが飛来し、魚を探しては

水中へさっと潜ります。飛び上がると嘴には小

魚を咥えています。
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広報委員会から
●環境関係（市・県・国）4月人事異動 

1）環境部関係 

▽環境政策課主査（かわごえ環境ネット担当）

長澤透、前任の松本陽介主幹は教育委員会教育

総務課副課長へ）▽収集管理課副課長	
 増田秀

一▽環境施設課長	
 田中衛▽小畔の里クリーン

センター所長	
 冨田雅則 

2）関連部局 

	
 ▽産業観光部長	
 福田司▽観光課長	
 田中三

喜雄▽同副課長	
 渕名淳一▽都市計画部長	
 藤

條聡▽同都市交通政策課長	
 根岸督好▽同公園

整備課長	
 寺尾和晃▽同副課長	
 岩崎民夫 

3）川越県土整備事務所 

▽所長	
 小島一男	
 ▽河川部長	
 大山裕▽河川

担当課長	
 齋藤雅人▽道路環境部長	
 藤原直彦

▽道路環境担当課長	
 永島昇 

4）荒川上流河川事務所 

▽河川環境課長	
 齊藤正芳 

●本誌への投稿をお待ちしています。 

	
 本会会員をはじめとして、川越における環境

活動報告や主張などの記事をぜひお寄せくださ

い。写真の掲載も可能です。また、本会会員や

関連団体等がこれから実施する公開イベント等

の情報の掲載等も受け付けています。 

	
 2011 年 6 月号（No.056，5 月下旬~6 月上旬

発行予定）の掲載原稿は、5月 14日（土）必着

です。編集担当の小瀬・武田・事務局のいずれ

でも承ります。電子データでいただけると助か

ります。不明な点はお問い合わせください。 

●会員ブログでリアルタイムに情報発信 

	
 かわごえ環境ネットでは、「会員ブログ」を設

置して、会員自らの情報発信を支援しています。

自分のブログを持っていないのだけれど、ブロ

グに投稿してみたい、会員に情報を伝えたいと

いうあなたの投稿をお待ちしています。ブログ

の投稿には、ユーザー登録が必要になります。

ユーザー登録の方法は、http://kawagoekankyo.ne

t/member/cat68.htmlをご覧ください。 

●Twitterでフォローして最新情報をゲット 

	
 かわごえ環境ネットホームページの情報を更

新すると、かわごえ環境ネット Twitter（@kawa

goekankyo）が連動して記事をツイートします。

Twitter ユーザーの方はぜひフォローしてくだ

さい。 

●編集後記 

◆3 月 11 日の大地震から 2 か月近くが経過し、

ある程度冷静にこれまでの出来事とこれからの

ことを考える機会ができたのではないかと思い

ます。私は、2005年 6月 1日に「地域の環境リ

スクをみんなで共有しよう」、同 9月 4日に「山

古志災害ボランティアに参加して感じたこと」

という題名でかわごえ環境ネットホームページ

に記事を投稿していました。 

http://kawagoekankyo.net/news/000177.html 

http://kawagoekankyo.net/news/000332.html 

	
 サイトのリニューアルによって一時内容が見

られなくなっていましたが、今回のことを機に

再掲しました。川越では、今回の地震による顕

著な被害はありませんでしたが、今後の地震や

水害、その他環境に対するリスクや非常時の行

動に関する情報を地域や組織で共有しておく必

要があります。本会として情報提供に努めると

ともに、今後、さまざまな形での情報共有の場

を設けていきたいと考えています。（こせ） 

◆先日の川越市議会議員選挙は、定員 4人削減

のなかで、かわごえ環境ネットの個人会員であ

る議員は再選されました。今後、新人の入会を

お願いするとともに、ベテラン議員にも入会を

もう一度呼びかけたいものです。行政に、教育

に、市民生活の各分野で、“環境への心づかい”

が活発になるためには、議員さんの発信力を大

いに発揮していただきたいものです。また、今

度の総会を機会に、会員増強運動を始めたいも

のです。新しい方の参加を願い、会員同士がお

知り合いに呼びかけてみてください。環境活動

は人との繋がり、連帯から始まります。（KT） 
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イベントカレンダー（5月 4日~7月 2日） 
日 月 火 水 木 金 土 

★：会員内外対象の公開・出展・後援イベント 
●：会員全員が対象の総会・部会・イベント 
◆：理事・委員等が対象の理事会・委員会 
◎：会員主催のイベント等 
○：その他	
 詳細は個別の記事をご覧ください。 

5/4 
みどりの日 

5 
こどもの日 

6 7 

5/8 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐
沼探鳥会 

9 
★9:30（仮称）
川越市森林公

園計画地 植
物調査 
◎10:20武蔵丘
陵森林公園か

んさつ会 

10 11 
◆12:00広報
委員会 

12 13 
●13:00社会
環境部会 
●15:00自然
環境部会 

14 
◎9:30おいしく
楽しく農業体験 
○本誌 6月号
原稿必着 

5/15 
◎10:00田ん
ぼ活動報告会

&活動説明会 
◎10:20武蔵丘
陵森林公園か

んさつ会 

16 17 18 19 
◎13:30まち
美化啓発運動 

20 
○会費納入期

限 

21 
●9:30総会 
★10:30『川越
の自然』刊行

記念講演会 
●12:30懇親会 
◎10:00田んぼ
をきれいに&ど
ろんこDAY 

5/22 
 

23 24 25 26 
 

27 
 

28 
◎10:00田植え 
◎13:30まち
美化啓発運動 

5/29 
★10:00川の
一斉水質調査 

30 31 
◆9:00理事会 

6/1 2 
 

3 
 

4 
 

6/5 
 

6 7 
◎13:30まち
美化啓発運動 

8 9 
 

10 
●13:00社会
環境部会 
●15:00自然
環境部会 

11 
◎9:00田んぼ
をきれいに&生
きもの調査 
◎9:30おいしく
楽しく農業体験 

6/12 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐
沼探鳥会 

13 
★9:30（仮称）
川越市森林公

園計画地 植
物調査 

14 
○本誌 7月号
原稿必着 

15 16 
◎13:30まち
美化啓発運動 

17 
 

18 
 

6/19 
◎10:20武蔵丘
陵森林公園か

んさつ会 

20 21 22 23 
 

24 
◎10:20武蔵丘
陵森林公園か

んさつ会 

25 
★9:30社寺林
の自然観察会 
◎13:30まち
美化啓発運動 

6/26  
 

27 28 29 30 
 

7/1 
 

2 
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